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自我同一性早期完了地位についての－考察(2)

＝学部間比較を中心として＝

Foreclosureadolescents(2):colnparisonbetween 

educationalfacultyandothers． 

岡田努

TsutomuOkada 

２．青年期危機と自我同一性地位

青年期後期（ほぼ大学生時期に相当）の発達課題

としてErikson(1959)は自我同一性(ego-identity）

の確立を挙げている。すなわち，個人が自分自身の

心理一社会的位置付けを自分自身で納得できる形で

受け入れる自己定義を形成するために必要な期間と

して,青年期後期が考えられている。Marcia(1966）

は自分自身の進路について思い悩み選択に苦慮する

「危機(crisis)」と，危機を経て決定された自分のあ

り方．進路について積極的に関与する「傾倒（com

mitment)」の２つの変数から自我同一性地位（ego

identitystatus）という４つの地位（類型）を想定し

た。

すなわち

①危機を経験し，その結果十分な傾倒を持つ「達成

地位（achievement)」

②明白な危機を経ずにそれまでの周囲の大人（主に

両親）の価値観をそのまま継承しこれに傾倒する

「早期完了地位(foreclosure早産あるいは権威

受容)」

③危機の最中で自己決定の模索をしながら，傾倒す

る対象が見つからない状態の「モラトリアム地位

（moratorium)」

④危機も傾倒もなく，いわば心理的に立ち往生して

しまった状態の「同一性拡散地位（diffusion)」

である。

このうち早期完了青年の特徴として両親の価値観

を無批判に継承し，防衛的で固い性格特徴が指摘さ

れている（Marcia,1966など)。北村（1983）は，こ

のような青年（固いＦ）の他に，社会一般の価値観

を抵抗なく取り入れ，健康的で快活な早期完了青年

問題

１．青年期危機説と平穏説

青年期は葛藤や病理など危機的状況にあると言わ

れ，「青年期危機」と呼ばれている。この「危機」概

念は,「人生上の分岐点」（以下｢分岐としての危機」

と表記）の意味と「病理的な症状･混乱を示す」（以

下「病理としての危機」と表記）の意味が混乱して

用いられることが多い。

清水・藤頼（1976）は分岐としての危機の立場か

ら，危機概念を「人生の次の段階に向かっての開化

と凋落の分岐点ないしはその時点における決断」と

し，青年期は身体的･社会的な変化の過渡期であり，

それらの変化に対する自我のあり方に，危機的青年

は決断を迫られているとしている。

一方，青年期は概して平穏であり青年期危機とい

うものは多くの青年にとっては見られないとする

「青年期平穏説」がある（村瀬，1984など)。村瀬・

村瀬（1973）は青年期の前半（12才から16才）の青

年に対して各種の心理検査，面接などを縦断的に施

行し，その結果，平均的青年においては，とりたて

顕著な病理的症状や混乱が頻繁に出現することはな

いことを見出し，青年期平穏説の根拠としている。

このように青年期平穏説は「病理としての危機」概

念について批判的に検討したものと言うことができ

るが，「分岐としての危機｣概念までも否定しうる根

拠は十分示されていない。

１９９４１１．２８受理
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（柔軟なＦ）が最近見られることを指摘し，現代青
年の特徴として記述している。自己の内面に関心を

示さず，他者関係に関しても比較的浅く自己に関ら
せないといった特徴は,｢分岐としての危機を経ない

まま，自分の行動や職業にコミットする」という早
期完了地位の定義にあてはまるように考えられる。

しかし岡田（1993）ではこのような柔軟な早期完

了青年は確認されなかった。これは「柔軟なＦ」の
青年像が青年期平穏説において述べられる平穏青年
と同一のものと考えられているために，早期完了地

位でありながら同一性を確立しているという論理的
矛盾をきたしている点にあると考えられる。すなわ

ち，病理としての危機をもたず（分岐としての危機

はおそらく経験している）平穏青年は，同一性地位

判定において「達成」に分類されるべき青年であり，
「柔軟なＦ」の特徴として記述される「健康的で,快
活」といった面を持つ青年も，実際には同一性達成

地位に分類される青年であるとも考えられる。

しかし岡田（1993）では，教育学部のみの分布に

よる地位分類であった点，女子青年のみを調査対象

としていた点が問題点として残された。また教育学

部において，早期完了的特徴を持つ青年が，両親の
実際の職業を継承する形で教職を選択しているのか

どうかという点についても考察されていない。

らずあると考えられる。教員として求められる性格
傾向として児玉（1994）は「きまじめ几帳面誠

実熱心責任感旺盛律義献身的」などを挙げ
ている。こうした性格特徴は早期完了青年に見られ

る性格的硬さ（岡田1993）と共通するものであり，
言い換えれば，早期完了的傾向とは教員として望ま

れ，受け入れられやすい性格傾向であると言うこと
ができる。

また青年期は様々な役割実験の中で，様々な自己

のあり方に同一化し，これらを取捨選択・統合する

ことで自我同一性を達成していくと考えられてい

る。特に職業選択は社会の中での自己の位置付けと

して個人に大きな意味を持つものと考えられる。

よって職業選択の幅が広い他学部に比べ，教育学部

の学生は早期完了地位の特徴がより顕著に見られる

可能,性がある。すなわち，役割実験を経過せず，子

供時代以来の単一のあり方，価値観を維持する青年
が，他学部に比べ教育学部においては見られやすい

ものと考えられる。（たしかに教育学部全体として

は，教員を志望しない学生の数が増大しているが，

早期完了的な学生にとって親和的な学部環境である

ことには変わりないものと考えられる）

以上をふまえ本研究では岡田（1993）で残された

問題を検証することも含め，以下の点について検討
を行う。すなわち

教育学部の学生は，教育学部以外の学生に比べ早
期完了的傾向が高いだろう。

同一性地位分類において，他学部に比べ早期完了
地位の学生の割合が多いだろう。

また教育学部においては，早期完了地位の者にお

いて，教員希望の割合が高く，また早期完了傾向と

教員志望の間に正の関連が見られるだろう。
私的自己意識の高い者ほど危機を経験しているだ

ろう。

早期完了青年は，両親の価値観を無批判に継承す
ることが特徴とされている。これは両親の職業と同

じ職業を選択するという形で表現されるという見方

もできる。すなわち教育学部において，早期完了青
年は，両親が教員であり，これを無批判に継承しよ

うとしているというものである。しかし両親が価値
を置くものを無批判に継承することが，単純に両親

の職業と同じ職種を選択することとして見なしうる

かどうかには検討の余地がある.本研究では，この

点について検討を行うため，両親の職業継承性と，
早期完了傾向の間の関連についても考察する。

３．自己意識特性との関連

Feningstein,Scheier＆Buss,（1975）は自己に意

識が向きやすい性格傾向として自己意識特性という

概念を述べている。これは主に他者の目に映る自分

の姿に注意が向きやすい｢公的自己意識(publicself

consciousness)」と自分自身の内面に注意が向きや

すい「私的自己意識（privateselfconsicousness)」
に分けられる。

自我同一性論における「危機」は自分自身への摸

索過程であるところから，自分自身に目を向け内
省的であることが前提となる。すなわち，危機を経

験している者ほど自己意識特性が高いことが考えら
れる。

４．教育学部の特徴

教育学部は教員養成という職業に直結した目的学

部として設置されている。すなわち（実際の学生の
動向とは別に）学生が将来教員になることを前提と

した教育システムであり，制度的側面のみならず，
大学学部の持つ指向性あるいは望ましいとされる規
範も，こうした前提に沿って形成される面が少なか
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貫性」及び「両親従l眉性」の下位尺度から成り，、

ほぼMarcia(1966)の記述した早期完了青年の特

徴に沿っている。

③自己意識尺度菅原（1984）の邦訳した自己意識

尺度。自己の内面に対する関心を測定する私的自

己意識と他者から映る自分自身に目を向ける性格

傾向（公的自己意識）からなる。（Table２）

方法

質問紙調査を行った。

鯛査日時1994年6月教養科目及び教育学部の心

理学関係授業時間において実施

調査対象本学各学部学生及び養護教諭特別別科学

生（内訳はＴａｂｌｅｌを参照）

ただし職種と直結した目的学部である医学部及び

歯学部のデータは，教育学部との比較対象として他

の学部と併合することは問題があり，またケース数

が小さいことから，解析の対象から除外した。

Table２調査項目

自己意識尺度

【公的自己意識】

自分が他人にどうおもわれているのか気になる

*世間体など気にならない

人に会う時，どんなふうにふるまえば良いのか気になる

自分の発言を他人がどう受け取ったか気になる

人に見られていると，ついかっこうをつけてしまう

自分の容姿を気にするIまうだ

自分についてのうわさに関心がある

人前で何かする時，自分のしぐさや姿が気になる

他人からの評価を考えながら行動する

初対面の人に，自分の印象を悪くしないように気づかう

人の目に映る自分の姿に心を配る

Tableｌ調査対象者の内訳

男(％）女(％）合計(％）

16（19.0） 

19（59.4） 

44（83.0） 

16（35.6） 

10（71.4） 

23（37.1） 

６（46.2） 

２（66.7） 

４（57.1） 

０（００） 

84(100.0） 

32(100.0） 

53(100.0） 

45(100.0） 

14(100.0） 

62(1000） 

13(100.0） 

３(1000） 

７(100.0） 

31(100.0） 

0．教育

1．理学

2．工学

3．法学

4．経済

5．人文

6．農学

7．医学

8．歯学

9．別科

68（81.0） 

13（40.6） 

９（17.0） 

29（64.4） 

４（28.6） 

39（62.9） 

７（53.8） 

１（33.3） 

３（42.9） 

31(100.0） 

【私的自己意識】

自分がどんな人間なのか自覚しようとしている

その時々の気持ちの動きを自分自身でつかんでいたい

*自分自身の内面のことには，あまり関心がない

自分が本当は何をしたいのか考えながら行動する

ふと－歩離れた所から自分をながめてみることがある

自分を反省してみることが多い

他人を見るように自分をながめてみることがある

しばしば，自分の心を理解しようとする

つねに，自分自身を見つめる目を忘れないようにしている

気分が変わると自分自身でそれを敏感に感じ取るほうだ

合計140（40.7）204（59.3）344(100.0）

調査内容

両親の職業会社員，公務員，教員，自営業，農業，

無職，その他より，父親，母親の職業について尋ね

た。

本人の希望職種会社員，公務員，教員，自営業，

農業，未定，その他より本人が希望する職種を選

択させた。

尺度項目

①自我同一性地位尺度加藤の自我同一性地位尺度

項目をもとに岡田（1993）において再度因子分析

を行ったもの。「傾倒」及び「危機」の下位尺度か

ら成る。

②早期完了特徴項目岡田（1993）において作成さ

れた早期完了青年の特徴に関する項目。「硬さ･－

早期完了特徴項目

【硬さ・一貫性】
これから先も自分の信稔は大きく変わりはしないだろう

学部や専攻を決める時，真剣に考えて決めた

自分の信稔は昔から一貫しており，大きく変わらない

今所属している学部や専攻は迷わず決めた

【両親従順性】

両親の価値観に疑問を持ったことはない

親が望まないような生き方はしたくない

自分は周りの大人や親の言う通りに生きてきた

自分の価値観は両親と一致している
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自我同一性地位尺度

【傾倒】

私は「こんなことがしたい』という確かなイメージを持って
いない

*私には特にうちこむものはない

*私は,自分がどんな人間てY可を望みおこなおうとしているの
かを知っている

*私は今，自分の目標をなしとげるために努力している
私には，自分がこの人生で何か意味あることができるとは思
えない

結果

自我同一性地位尺度（以下「地位尺度」と称す）
及び早期完了特徴尺度(以下早期完了尺度と称する）
については岡田（1993）に基づいて各因子ごとに合
成得点を算出した｡すなわち地位尺度については｢危
機」「傾倒｣，早期完了尺度については「硬さ・一貫
性」「両親伽煩性」のそれぞれの下位尺度から成る。
但し，地位尺度のうち岡田（1993）では「私はこれ
まで､自分について自主的に重大な決断をしたこと
はない」が傾倒因子として挙げられていたが，他の
項目に比べ因子負荷量が小さいこと，項目内容が同

【危機】

私は，－生けんめいにうちこめるものを積極的に探し求めて
いる

私は，自分がどんな人間なのか，何をしたいのかということ
を，かつて真剣に迷い考えたことがある

私は，自分がどういう人間であり，何をしようとしているの
かを今いくつかの可能な選択を比べながら真剣に考えてい
る

私は以前，自分のそれまでの生き方に自信が持てなくなった
ことがある

註：＊印は逆嘘項目

錘ｐＩＬよしへ囚ｺﾞｰ貝何重が小さいこと，項目内容が同

一因子での他の項目と合致しないなどの理由で，本
研究では除外された。自己意識尺度についても下位
尺度ごとに合成得点を求めそれぞれ「公的自己意識
得点」「私的自己意識得点」とした。

Table3に教育学部,教育学部以外それぞれでの平
均値と標準偏差を示す。教育学部と他学部での平均
値の差を検定したところ，自己意識尺度では私的自
己意識，地位尺度及び早期完了尺度の各下位尺度に
おいて，教育学部生が他学部生よりも有意に高かっ
た。

Table３教育学部と非教育学部での各変数の平均値と標準偏差

畠鐵餡鏑傾倒危機硬沙両親一貫性従順性

全体 [平均値］ 4６．１９ 

７．６３ 

３３１ 

4２．３６ 

７．５０ 

３４０ 

1８．９１ 

４．８４ 

３４４ 

１５．８９ 

３．８８ 

３３１ 

1４．３７ 

３．７６ 

３３２ 

12.00 

３．５４ 

３３３ 

[標準偏差］

[n］ 

Ｅ：教育 [平均値］

[標準偏差］

[n］ 

47.06 

６．９４ 

１１５ 

43.68 

６．６５ 

１１５ 

1９．９３ 

５．０４ 

１１５ 

1６．５０ 

３．３３ 

１１４ 

1４．９８ 

３．７９ 

１１４ 

1２．９４ 

３．５４ 

１１５ 

ＮＥ：教育学部［平均値］

以外［標準偏差］
［n］ 

4５．７２ 

７．９４ 

２１６ 

4１．６６ 

７．８４ 

２１５ 

1８．３８ 

４．６６ 

２１９ 

1５．５６ 

４．１１ 

２１７ 

1４．０６ 

３７１ 

２１８ 

1１．５０ 

３．４４ 

218 

t(Ｅ対ＮＥ）１．５２2.47a＊2.81*＊2.28a＊
Ｅ＞ＮＥＥ＞ＮＥＥ＞ＮＥ 

2.15＊３．５９*＊ 

Ｅ＞ＮＥＥ＞ＮＥ 

註ａ:Welchの修正によるｔ値
＊：Ｐ＜、０５＊*：＜、０１

E:教育学部ＮＥ:非教育学部
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各変数間での単純相関をピアソンの相関係数に

よって求めた（Table4)。その結果危機と私的自己

意識，硬さ．一貫'性と傾倒の間に，高い相関関係が

見られた。

同一性地位を判定するため，危機及び傾倒の得点

について調査対象者全体の得点分布の上下30％につ

いての調査対象者を分類した。すなわち危機．傾倒

共に高い者を｢同一性達成群｣，危機が高く傾倒が低

い者を｢モラトリアム群｣，危機が低く傾倒が高い者

を「早期完了群｣，危機･傾倒共に低い者を「同一性

拡散群」とした。教育学部・教育学部以外での各地

位の度数をＴａｂｌｅ５に示す。（ここに見られるよう

に，教育学部では達成が多く拡散が少ない傾向が見

られる)。

自我同一性各地位での早期完了尺度の平均値と標

準偏差をＴａｂｌｅ６に示す。地位間での￣元配置分散

分析を教育学部，教育学部以外それぞれで行ったと

ころ，いずれも「硬さ・一貫`性」の下位尺度におい

て，モラトリアム，拡散よりも早期完了，達成地位

で有意に高い平均値を示していた。

Table４変数間のピアソンの単相関係数

全体

音己鏑傾倒危機塗薑性麗順鑿
公的自已意識、１７２

私的自己意識

、１５３

－．２７７ 

､０４８ 

．５７６ 

-．０６８ 

．１１７ 

、２１８

－．０１４ 

傾倒

危機

､３１８ ､424 

.063 

一.０１７

－．０５６ 

硬さ・一貫性 ､２３１ 

教育学部

晉已親傾倒危機塗薑性漂順濯
公的自己意識、086

私的自己意識

、０９４

－．２７３ 

､052 

.677 

-．０２１ 

．１１４ 

、１８７

－．１７４ 

傾倒

危機

､２８８ ､４５７ 

．０８６ 

、０９１

－．２０７ 

硬さ・一貫性 ､２０３ 

教育学部以外晉己認傾倒危機壁薑性麗順灌
公的自己意識、１９３

私的自己意識

-.208 

２６０ 

､０３６ 

．５３２ 

-．１０５ 

．１０１ 

､２１７ 

．０２２ 

傾倒

危機

､３１８ ､３９０ 

．０３６ 

、０３２

－．０２７ 

硬さ・一貫性 ､２２０ 
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教育学部以外での早期完了地位での平均にほぼ等し
いことが分かる。

自我同一性地位および学部ごとでの希望職種を
Ｔａｂｌｅ７に示す。

両親のうちのいずれかの職種と本人の希望職種が
一致した者と一致しない者の間で，各変数の平均値
を比較したところ，いずれの変数においても有意な
差は見られなかった（Table８)。

早期完了的特徴と教員を希望職種とするか否かの

関連を見るために,早期完了尺度得点と希望職種(教
員希望．非希望）の間の点２系列相関係数を求めた
ところ,硬さ.一貫性においては,教育学部でrpb＝、
２７(無相関検定でt＝2.97ｐ＜､01）と関連が見られ
たが，教育学部以外では，rpb-01(t＝､13)で関連
性は見られなかった。両親従順性については教育学
部でrpb＝.1５（t＝1.58,Ｐ＝､12)，教育学部以外で
rpb＝－．０１(t＝､15,ｐ＝､92）でともに有意な関連性
とはいえないが，教育学部が教育学部以外に比べわ
ずかな関連を見ることもできる。

Table５自我同一性各地位の度数（下段は％）

地位拡散房上曼寧達成計
教育学部９

１６．９ 

1１ 

１３．８ 

3４ 

１６．９ 

6５ 

５２．３ 

119 

100 

教育学部４５

以外３６．３

2６ 

２１．０ 

1８ 

１４．５ 

3５ 

２８．２ 

124 

100 

計 5６３５２９６９１８９ 

教育学部，教育学部以外，それぞれの地位におけ
る早期完了尺度の平均値をプロットしたものを
Fig.１に示す。ここに見られるように傾倒の高低に
よって分けられる２群（"達成･早期完了，,群と“モ
ラトリアム・拡散，，群）は「硬さ・一貫性」軸にお
いて，その学部全体での平均より上下に分かれてお

り，この軸が傾倒の高さを反映していることが分か

る。また教育学部全体での硬さ･一貫性の平均値は，

Table６学部別での自我同一性各地位での早期完了特徴項目の平均値と標準偏差（下段）
モラト
リアム

早
完

期
了地位拡散 達成計地位間Ｆ

[教育学部］

硬さ・一貫性

（標準偏差）
ｎ 

両親従１１頂性

（標準偏差）
、

1３．００ 

４１７ 

１１ 

１４．００ 

３．０３ 

１１ 

1０．３３ 

２．３５ 

９ 

１２．６７ 

４１２ 

９ 

1６．４６ 

４．０８ 

１１ 

１２．４６ 

３．６４ 

１１ 

1６．４７ 

３．５６ 

３４ 

１２．００ 

３．７６ 

３４ 

１５．０３ 

４２２ 

６５ 

１２．５１ 

３．６７ 

６５ 

8.55*＊ 

Ｍ＝Ｄ＜Ｆ＝Ａ,Ｄ＝Ａ 

､８２ 

[教育学部以外］

硬さ・一貫性

（標準偏差）
ｎ 

両親従)Ｉ項性

（標準偏差）
、

1２．４３ 

３．８９ 

４４ 

１１．１６ 

３．６６ 

４５ 

１２．４６ 

２．５７ 

２６ 

１０．８１ 

２．９５ 

２６ 

15.33 

3.88 

18 

11.06 

３．５７ 

１８ 

1４．７７ 

４．１７ 

３５ 

１１．３４ 

４．１４ 

３５ 

１３．５３ 

３．８９ 

１２３ 

１１．１２ 

３．６２ 

１２４ 

４７０*＊ 

Ｄ＝Ｍ＜Ａ＝Ｆ,Ｄ＝Ａ 

､１１ 

*＊；Ｐ＜､０１，：拡散，Ｍ：モラトリアム，Ｆ：早期完了，Ａ：達成
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1５ 

△Ｄ(E） 1４ 

３
 

２
 

１
 

１
 

両
親
従
順
性

Ｆ(E） 
▲ 

△Ｍ(E） 

E全体
◆ 

△Ａ(E） 

耀Ａ(NE）
瀞

Ｆ(NE） 

D(NE）灘
遜

Ｍ(NE） 

● 

NE全体1１ 

1０ 

1０ 1１ 1２ 1３ １４ 

硬さ・一貫性

１５ 1６ 1７ 1８ 

註Ｅ:教育学部 NE:教育学部以外

Fig.１早期完了尺度の学部・各地位ごとでの平均値のプロット

Table７同 生地位別希望職種希望職種（度数(％

教育学部

拡 散 モラトリアム 早期完了 達 成

０その他

１会社員

２公務員

３教貢

４自営

５農業

６未定

l（9.1） 

0（0.0） 

5(45.5） 

5(45.5） 

0（0.0） 

0（0.0） 

0（００） 

0（0.0） 

0（００） 

0（0.0） 

5(55.6） 

0（0.0） 

0（0.0） 

4(44.4） 

0（0.0） 

1（9.1） 

1（9.1） 

8(727） 

0（0.0） 

0（0.0） 

1（9.1） 

１（3.1） 

０（0.0） 

２（6.3） 

26(81.3） 

0（0.0） 

０（00） 

３（9.4） 

計 １１ ９ １１ 3２ 

教育学部以外

拡 散 モラトリアム 早期完了 達 成

１（2.2） 

７(15.6） 

10(22.2） 

２（4.4） 

２（４４） 

０（0.0） 

23(51.1） 

０その他

１会社員

２公務員

３教貝

４自営

５農業

６未定

０（0.0） 

３(11.5） 

11(42.3） 

０（0.0） 

２（7.7） 

０（0.0） 

10(38.5） 

4(22.2） 

6(33.3） 

3(16.7） 

0（0.0） 

0（0.0） 

0（0.0） 

5(27.8） 

8(22.9） 

5(14.3） 

9(25.7） 

4(114） 

3（8.6） 

0（0.0） 

6(17.1） 

計 4５ 2６ 1８ 3５ 
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Table８両親との職業一致．不一致群間での各変数の平均値の比較

全体公白勺私的傾倒危機硬さ両親
自已自己一貫性従順性

致

（標準偏差）
ｎ 

不一致

(標準偏差）
、

４５．４６ 

７．５４ 

９２ 

４６．５１ 

７．６９ 

２３５ 

４２．４２ 

７．２４ 

９２ 

４２．２６ 

７．５９ 

２３４ 

１８．８６ 

５．０１ 

９３ 

１８．９０ 

４．７９ 

２３７ 

１５．８６ 

３．５５ 

９２ 

１５．８３ 

３９９ 

２３５ 

１４．３２ 

３．７０ 

９３ 

１４．３６ 

３．７９ 

２３５ 

１１．５１ 

３．４１ 

９３ 

１２．２１ 

３．５７ 

２３６ 

ｔ 1．１２ ．１８ ．０６１．２６ ．０８１．６３ 

教
学

青
部

公
自

的
已

私
自

的
已 傾倒危機 硬さ

一貫'性
両親
絶頂'性

致

(標準偏差）
ｎ 

不一致

(標準偏差）
、

4５．６３ 

7.53 

19 

47.43 

６．８５ 

９３ 

4３．４２ 

６．２７ 

１９ 

４３．５６ 

６．６６ 

９３ 

2０．４２ 

４．８１ 

１９ 

１９．７４ 

５．１２ 

９３ 

１６．３７ 

３．２７ 

１９ 

１６．４１ 

３．３１ 

９２ 

１４．０５ 

３．７３ 

１９ 

１５．１３ 

３．７８ 

９２ 

1１．７４ 

３．０７ 

１９ 

１３．２３ 

３．５７ 

９３ 

ｔ 1．０３ ．０８ ．５３ ．０５１．１３１．６９ 

教
以

育
外

公
自

的
己

私
自

的
已 傾倒危機 硬さ

一貫性
両親
従順性

致

(標準偏差）
、

不一致

(標準偏差）
、

４５．４１ 

７．５９ 

７３ 

４５．９０ 

８．１６ 

１４２ 

４２．１６ 

７．４９ 

７３ 

４１．４０ 

８．０６ 

１４１ 

１８．４６ 

５．０１ 

７４ 

１８．３５ 

４．５０ 

１４４ 

1５．７３ 

３．６３ 

７３ 

１５．４６ 

４．３４ 

１４３ 

１４．３９ 

３．７２ 

７４ 

１３．８６ 

３．７２ 

１４３ 

1１．４５ 

３．５１ 

７４ 

１１．５５ 

３．４２ 

143 

ｔ ,４３ ．６８ ．１７ ．４６１．００ ．２０ 

と「早期完了」地位が他の地位よりもＣｌ〒罰元」」地1正が他の地位よりも「硬さ・一貫

性」得点で有意に高い値を示している。これらのこ
とから，早期完了の特徴としてみられる信念の硬さ
は，地位判定における傾倒の高さの反映と考えられ
る。

しかし早期完了尺度の「両親従順`性」下位尺度に
ついては地位尺度とは相関が見られず，各地位間で
得点差も見られなかった。早期完了青年の特徴とし
て記述されてきた両親の価値観の継承性が，傾倒．
危機という操作的定義からの地位判定によっては見
いだされなかった。このことは以下のように考えら

考察

１.自我同一性地位の特徴

地位尺度における「危機」下位尺度得点は私的自
己意識と高い関連がみられた。自己の内面に目を向
ける傾向が高いほど危機を経験しているといえ，当
初の仮説は支持された。

地位尺度の｢傾倒｣下位尺度と早期完了尺度の｢硬
さ･一貫性」下位尺度の間でも高い相関が見られた。
また地位間での比較においても，傾倒の高い｢達成」
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れる゜第一に地位尺度，早期完了尺度の両尺度の内

容的妥当性を再検討する必要がありうる。大野（印
刷中）は，自己の生き方についての主体的選択につ

いての意志決定期間の有無を操作的に危機の有無と

定義してしまい，これを自我同一性達成の必要条件
とすること自体に疑問を呈している。すなわち，自

分の生き方について主体的選択をし，その選択に対

して責任をもち，かつ自我親和的であるならば，自
覚的に悩む経験が無くても，達成地位と分類される

べきであるとしている。逆に言えば，地位尺度にお

ける「危機」の高低による分類（達成か早期完了か，
モラトリアムか拡散か）自体の内容的妥当性が問い

直される必要があると言えよう。

また，早期完了尺度が実際に早期完了的特徴と対

応しているかどうかについても，事例との対応など

による検討が今後必要になると考えられる。早期完

了青年には，児童期までの両親，社会への同一化を

そのまま維持している未熟な早期完了(いわゆる｢良

い子｣)と，これらの同一化をより強化し自己を定義

づけてしまった早期完了があるように思われる(｢完

了」という語からは後者がより適切であろう）。北村

（1983)が述べる「柔らかいＦ」は前者に，「硬いＦ」
は後者に該当することも考えられる。しかし「未熟

な早期完了」青年は，あくまで世間の規範への同一

化をそのまま維持しているために，外界との衝突・

葛藤が生じず，一見適応的であるが，自己の独自な

規範としての同一性を平穏のうちに確立した青年と

は異なると考えられる。本研究における早期完了尺

度が，これらの２つの早期完了青年像を区別しうる
ものかどうかは，今後の検討課題である。

一方地位尺度においては，危機，傾倒とも教育学

部が他学部よりも高い平均点を示しており，より達
成地位に近い特徴を持つといえることになる。また

同一性地位分類においては当初の仮説とは異なり，
早期完了地位の者は他学部より顕著に多い傾向は見
られなかった。このように本研究では地位尺度にお

ける結果と早期完了尺度における結果が異なってい

る。これは前述のように早期完了尺度における早期

完了傾向の高さが，地位尺度での達成地位と早期完
了地位を区別しないことによるものである。

３．希望職種，職業継承性との関連

教員志望・不志望と早期完了傾向の間には，教育
学部においてゆるやかな関連が見られた。教育学部

における教員志望者の中に，自己の適性を十分再

考・吟味することない早期完了傾向の高い者が含ま

れる傾向が他学部に比べやや見られると言えよう。

当然のことながら，教員を志望する者すべてが早期

完了傾向が高いことは，理論上あり得ない。また個

人の自我同一性の様相は職業選択領域以外の多くの

領域によって決定されるため，緩やかな相関関係に
とどまったものと考えられる。

両親の職種と本人の希望職種の一致・不一致と各

変数の間には関連性は見られなかった。これは，早

期完了青年の特徴として記述される「両親の価値観

への無批判を継承」とは，単純に両親と同じ職業を

選択することによって示されるものではないことに

よるものと考えられる。大野（印刷中）は早期完了

的特徴を示す女子学生の陳述の例として「親の『女

の子にとって教師という職業がいちばん」という価

値観を鵜呑みに」し，全く疑わない，という例をあ

げている。親が教員であるなしにかかわらず，「教員

がふさわしい」とする親の価値観を自分自身の問題

として捉え直す過程を経ずにそのまま受け入れる場

合,同一性の様相としては早期完了的と考えられる。

また両親や世間の価値観を再吟味することなく，い

わば建て前道徳的な規範を無批判に受け入れる傾向

は，職業選択には必ずしも直接反映されるとは限ら

ない。本研究の結果は，教育学部学生が他学部より

も，こうした規範の持ち方をしやすい傾向を示唆す

るものである。学部の雰囲気としてこうした規範の

持ち方を支持する面があり，青年が互いに早期完了

傾向を強化しあう可能性が考えられる。一般に青年

期には，両親への同一視から離れ，新たな規範のモ

デルとなる同年代友人集団が求められるが，世間の

規範に従順であることを期待・支持する集団に同一

２学部間比較

早期完了尺度得点においては教育学部の方が高

く，早期完了的特徴が他学部よりも全体として高い

ことが示唆された。学生時代に様々な職業の可能性

を模索せず教員になった者は，教員という単一の理

想像しかもたず，様々な試行錯誤を通じた社会的体
験に乏しくなりがちであり，教員に就いた後不適応

を生じやすい点も指摘されている（伊勢呂．児玉．
石光・武藤，1994)。「教育学部において教職を熱心

に希望し迷わない｣という姿勢は,学部の目的に沿っ

た望ましいもののように一見思われるが,試行錯誤，
迷い，不熱心さなども，個人の発達や適応という観
点からは，必ずしも無意味とはいいきれないといえ
よう（勿論「教育学部で教員を熱心に希望するのが
適応的でない」というのではない)。
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化した青年は，結果的に早期完了的な特徴を示すこ

とになるだろう。また「建て前道徳」というものが，

常に順社会的な内容を持つものであるため，ここか

ら分離した独自の規範を（周囲の支持を失わない形

で）見いだすことが困難であることも挙げられる。

これらの点については今後実証的データに基づく

検討が更に必要になると考えられる。

の特質一早期完了群の再検討を手がかりにして－

東京大学教育学部心理教育相談室紀要４，
１４３－１５１． 

児玉隆二１９９４教師になる人たちのメンタルヘル

ス現代のエスプリ３２３，至文堂Pp85-93

Marcia,JE1966Developmentandvalidation 
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